
　地域のあちらこちらで沈丁花のほのかな香りが漂う季節となりまし
た。今日は令和7年度の修了式です。まずは１年間の学校生活を終え
られたこと、そして毎日の学びに真摯に向き合ってくれた生徒の皆さ
んに、心から拍手を送りたいと思います。

　3月13日の卒業式では、3年生が晴れやかな表情でこの淀川中学校
を巣立っていきました。式中の姿勢、呼名の返事、卒業の歌声のひと
つひとつに、3年間の努力や仲間との絆、ご家庭の支えが詰まってい
ました。

　卒業生はそれぞれの進路への思いを胸に、新しい環境へと歩み始めます。これからの道は決して平た
んではありませんが、本校で培ってきた「自分で考え行動する力」「人を思いやる心」「最後までやり
抜く粘り強さ」があれば、きっと困難を乗り越えていけることでしょう。私たち教職員一同、卒業生の
前途が明るく希望に満ちたものになるよう、心より祈っています。

　さて、1年間を振り返ってみてどうだったでしょうか。授業や定期テスト、行事、委員会活動、部活動
―それぞれの場面で、できることを一つずつ増やしながら、確かな成長を見せてくれました。
　特に、あいさつがきちんとできる人がどんどん増えてきたことは、とても頼もしいものでした。皆さ
んの積極的な挑戦や、日々の努力の積み重ねこそが、学校全体の力を高めていきます。

　今年度が終わる今は、自分自身を振り返る良い機会です。
　・今年できるようになったこと、うまくいかなかったこと
　・挑戦してみたいと思いながらも、一歩踏み出せなかったこと
　これらをひとつひとつ見つめなおすことは、新年度をより良いものにするための大切な準備となりま
す。
　4月からは、新しい学年での生活が始まります。立場が変われば、求められることも変わります。先
輩としてのふるまいを求められる学年もあれば、後輩の姿から学びを得る立場になる学年もあります。
それぞれが自分の役割を理解し、責任をもって行動できるよう期待しています。

　また、変化の多い時期だからこそ、体調管理や生活リズムを整えることも大切です。学校・家庭・地
域の中で、周囲と支え合いながら、一歩一歩前へ進んでいきましょう。

　保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に深いご理解と温かなご協力を賜りましたこと、心より
お礼申しあげます。学校での学びとご家庭での支えが調和してこそ、子どもたちは安心して挑戦し、失
敗し、成長していくことができます。
　行事へのご参加、日々の生活の見守り、学校へのご意見やご助力など、さまざまな形で学校を支えて
いただきました。そのおかげで、今年度も多くの学びと成長の場を生徒に届けることができました。

　新年度も引き続き、学校とご家庭が手を携え、子どもたちが未来へ力強く歩むための環境づくりを進
めてまいります。どうぞよろしくお願い申しあげます。
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